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プレ ポスト 変化 翻輝 開放 サロン
2 1 引越し• 子どもが公園で人を叩く 25 24 -1 
2 2 親子とも友達を増やしたい 28 23 -5 ゜2 3 引越し・公園で友達がいない 11 12 1 
2 4 以前「ふれあい講座」に参加して ， 5 ~4 
2 5 チラシを見て 11 22 1 ゜2 6 情報誌を見て 23 30 7 
2 7 母のストレス解消• 子どもの友達ほしい 35 32 -3 
2 8 子どもが友達と遊べる時間をもちたくて 30 24 -6 
2 ， 引越し・親子とも新しい環境に慣れたい 38 33 -5 
3 10 下の子を妊娠して子どもが退行したよう 16 27 1 ゜3 1 友達がはしい・ 子どもの接し方学びたい 18 10~s 
3 12 親子で過ごす時間がほとんどなので 19 6~13 
3 13 以前講座を受けた人に勧められて 21 14 -7 ゜゜ ゜3 14 友人に勧められて 18 14 -4 ゜゜3 15 近所に友達がいない 21 NA NA 
3 16 近所に友達がいない 28 15 -13 
3 17 下の子ができて上の子と関われていない 25 22 -3 
3 18 以前講座を受けた人に勧められて 17 21 4 0 ゜゜3 19 以前講座を受けた人に勧められて 8 7 -1 
3 20 友人に勧められて 16 14~2 
3 21 引越し・近所に友達がいない 11 14 3 
3 22 近くに友達がいない・友達とうまく遊べない 24 17 -7 
3 23 引越し 10 4 -6 
3 24 子ども接し方を学びたい• 他の母の話を聞きたい 14 9 -5 ゜゜ ゜4 25 下の子ができて上の子と関われていない 16 8 -8 
4 26 幼稚園に入る前のプレとして 29 15 -14 
4 27 下の子ができて上の子と関われていない 33 17 -16 
4 28 以前職座を受けた人に勧められて 32 17 -15 ゜゜4 29 他の母の話を聞きたい 17 6 -11 
4 30 友達ができればうれしい 18 14 -4 
5 31 引越し 21 24 3 ゜5 32 21 16 -5 





プレ ポスト 変化 酌l1相誤 関放 サロン
5 34 チラシをみて 21 18 ~3 
5 35 下の子の出産後外に出る機会がなくて 24 13 -11 ゜5 36 23 NA NA ゜゜5 37 以前講座に参加した人に勧められて 17 ， -8 ゜゜5 38 チラシをみて 24 16 -8 
5 39 広報誌をみて 27 15 -12 ゜5 40 38 NA NA ゜5 41 友人の紹介 25 20 -5 ゜5 42 子どもが友達と遊ぶ機会がほしい 14 15 1 ゜5 43 18 14 ~4 
5 44 子どもの接し方を学びたい 25 18 -7 ゜5 45 センターで個別相談を受けていた 31 19 -12 ゜゜ ゜5 46 チラシをみて 27 8~19 
5 47 子どもか友達と遊ぶ機会かほしい 23 15 -8 ゜5 48 広報誌をみて 13 NA NA ゜6 49 子育て支援室紹介 50 46 -4 ゜゜6 50 児童館で講師の講義をきいて 27 9 -18 ゜゜ ゜6 51 子育て支援室紹介 63 58 -5 
6 52 NA 12 NA ゜゜6 53 以前講座を受けた人に勧められて 26 18 -8 ゜゜6 54 子どもの関わりに困っている 67 55 -12 
6 55 子育て支援室紹介 58 35 -23 
6 56 引越し 39 40 1 ゜6 57 センターの電話相談で勧められて 63 NA NA ゜゜6 58 保健所紹介 31 18 -13 






参加したものは 5人 (7.9%)であった。紹介による参加は19人 (30.2)であ
り、その紹介者の内訳は、以前の講座参加者 7人 (36.8%)、子育て支援室4)

















定による 1%水準以下で有意であった Ct=-6.17, df=56, p<.001)。全体
として、このプログラムが母親の育児不安の軽減に作用したといえる。
また、プログラム前で高不安域 (36点以上）のものは 8人であり、プログラ























質問項目 はい いいえ どちらともいえない
講座は役に立った 42 (97.7%) 1 (2.3%) 
母親の行動に何らかの好ましい 43 (100 %) 変化がみられた
子どもの行動に何らかの好まし 31 (72.1%) 12 (27.9%) い変化がみられた
講座を受けて育児が楽しくなっ 35 (81.4%) 8 (18.6%) た




















質問項目 はい いいえ どちらともいえない
講義の内容は分かりやすかった 43 (100%) 
講座の内容はこれで十分だった 34 (79.0%) 3 (7.0%) 6 (14.0%) 
講座の回数は適切だった 20 (46.5%) 12 (27.9%) 1 (25.6%) 
講座の日時や時間帯は適切だっ
39 (90.6%) 2 (4.7%) 2 (4.7%) た
講座の間隔（毎週）は適切だっ
40 (93.0%) 1 (2.3%) 2 (4.7%) た











































(46.0%) である。 2003年以降の講座参加者については、 33人のうち23人
(70.0%)の利用である。実際のひろばは、講座の参加者だけではなく、広く
地域における親子の集いの場になっている。 2005年4月から11月までの利用者
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